
広報あやべ

３セク決算報告
スポーツ２施設大幅改修完了
成年後見支援センター開設
投票管理者・立会人を募集

2
4
5
6

＜今月の表紙＞
　７月３日から28日まで、市図書
館の特別展示「花火がど～ん！」
に併せ「水無月ギャラリー」（あ
やべ水無月まつり実行委員会主
催）も開催されています。期間初
日には綾部保育園の５歳児16人が
来館。市内のこども園など９園の
園児が描いた花火の絵９点を鑑賞
しました。

７
令和６（2024）年

第825号

ど
っ
か
〜
ん
！
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３
セ
ク
３
社
決
算

工
夫
凝
ら
し
安
定
経
営
へ

青
野
町
の
あ
や
べ
健
康
プ
ラ
ザ
を
運

営
す
る
水
夢
（
山
本
雄
史
社
長
）
は
５

月
24
日
、
定
時
株
主
総
会
を
開
催
。
経

常
利
益
６
９
４
万
円
、
純
利
益
５
５
０

万
円
で
、
３
期
ぶ
り
の
黒
字
を
報
告
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
や
運

営
規
制
な
ど
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
５
０
０
円
で
施
設
を
４

回
利
用
で
き
る
「
あ
や
べ
健
康
プ
ラ
ザ

お
試
し
チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
の
新
た
な
取

り
組
み
を
実
施
。
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
水
泳
）
に
２
人
が
出
場

し
た
こ
と
で
認
知
度
が
高
ま
り
、
期
中

の
平
均
会
員
数
は
前
期
比
45
人
増
の
１

４
０
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
期
も
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
で
期
中
の
平
均
会

員
数
１
４
３
０
人
を
目
指
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
快
適
な
利
用
環
境
を
提
供
す
る

た
め
空
調
設
備
を
更
新
し
、
引
き
続
き

会
員
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

緑
土―

あ
や
べ
温
泉

利
便
性
高
め
集
客
力
を
向
上

水
夢―

あ
や
べ
健
康
プ
ラ
ザ

空
調
改
善
で
快
適
環
境
へ

睦
寄
町
の
あ
や
べ
温
泉
な
ど
を
運
営

す
る
緑
土
は
５
月
21
日
、
定
時
株
主
総

会
を
開
催
し
、
純
損
失
２
８
０
１
万
円

を
報
告
。
ま
た
、
同
日
付
で
仲
久
保
政

司
氏
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し

た
。昨

期
は
、
令
和
３
年
度
に
市
が
作
成

し
た
経
営
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
９
月

末
を
も
っ
て
宿
泊
と
宴
会
事
業
を
休

止
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
セ
ル
フ
方

式
に
変
更
す
る
な
ど
し
て
人
員
整
理
を

行
い
、
経
営
改
善
に
努
め
ま
し
た
。
一

方
で
、
燃
料
や
原
材
料
費
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
２
期
連
続
の
赤
字
決
算
と

❹キャンプ場に車が乗り入れできるよう整備し、利用客の利
便性を向上❺ヒノキの香りと大自然の景色が楽しめる二王の
湯（露天風呂） 市

内
の
第
３
セ
ク
タ
ー
３
社
が
こ
の
ほ
ど
、
定
時

株
主
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
期
の
事
業
や
決
算

を
報
告
し
、
今
期
の
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
。
３
社

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
、
安
定
経
営
に
取
り
組
み

ま
す
。

❺

❹

❷

❶
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
局
「
Ｆ
Ｍ
い

か
る
」
を
運
営
す
る
エ
フ
エ
ム
あ
や
べ

（
井
関
悟
社
長
）。
６
月
14
日
に
定
時
株

主
総
会
を
開
催
し
、
経
常
利
益
１
８
１

万
円
、
純
利
益
１
２
７
万
円
で
14
期
連

続
の
黒
字
を
報
告
し
ま
し
た
。

昨
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
へ
の

移
行
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
へ
の
回

帰
が
進
ん
だ
１
年
に
。
ラ
ジ
オ
番
組
を

絡
め
た
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ロ
ナ
禍
で
定
着

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
配
信
事
業
が
増
加
し

ま
し
た
。

昨
年
８
月
の
台
風
７
号
災
害
発
生
時

に
は
、夜
を
徹
し
て
災
害
情
報
を
提
供
。

ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
職
員
を
派
遣
し
、
２
週
に
わ
た
り
災

害
放
送
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
期
は
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
で
Ａ

Ｉ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
導
入
検
討
や
外
部

人
材
の
活
用
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

取
り
組
み
を
実
施
。
災
害
や
地
域
密
着

型
の
放
送
に
加
え
、
映
像
制
作
や
イ
ベ

ン
ト
企
画
な
ど
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

エ
フ
エ
ム
あ
や
べ―

76
・
３
Ｆ
Ｍ

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
情
報
発
信

な
り
ま
し
た
。

今
期
は
経
営
陣
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で

４
人
だ
っ
た
常
勤
取
締
役
を
１
人
に
削

減
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
ン
プ
場
内
の
通
路

整
備
に
よ
り
利
便
性
を
高
め
、
集
客
力

の
強
化
を
図
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
和
ら
ぎ
、
入
客
数
は
回
復
の
兆

し
が
あ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
厳
し
い

経
営
環
境
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も

観
光
振
興
と
東
部
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
、
戦
略
的
な
経
営
改
善
を

推
し
進
め
ま
す
。

昨年の台風７号では、ボランティア活動を行
いながら、現地を取材

市民の暮らしに寄り添い、地域に密着した放送を実施

❶ジュニアオリンピック出場選手を輩出したスイミング選手
コース❷５月24日、青野町のあやテラス・ホールで開催した
20周年記念式典❸スタジオでは、初心者でも楽しめるヨガや
ピラティスなどを実施

❸
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幼
児
用
プ
ー
ル
に
滑
り
台
を
新
設

同
プ
ー
ル
の
改
修
で
は
▽
プ
ー
ル
槽

と
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
シ
ー
ト
の
張
り
替

え
▽
循
環
配
管
や
ろ
過
機
の
交
換
▽
多

目
的
更
衣
室
の
設
置―

な
ど
を
実
施
。

プ
ー
ル
進
入
路
に
は
看
板
を
設
け
、
幼

児
用
プ
ー
ル
に
は
滑
り
台
を
新
設
し
ま

し
た
。
総
事
業
費
は
約
１
億
３
８
０
０

万
円
で
す
。

同
プ
ー
ル
に
は
、
25
㍍
と
50
㍍
、
幼

児
用
の
３
つ
の
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
中
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
多
く
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
う
施
設
。

開
設
か
ら
約
50
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
た
た
め
、
昨
年
９
月
か
ら

本
年
３
月
ま
で
改
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
一
般
利
用
は
７
月
20
日（
土
）〜
８

月
31
日（
土
）。多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

球
速
や
投
球
数
が
表
示
可
能

同
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

は
、
磁
気
反
転
方
式
か
ら
フ
ル
カ
ラ
ー

Ｌ
Ｅ
Ｄ
方
式
に
更
新
し
ま
し
た
。
新
し

い
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
画
面
は
高
さ
５
・

76
㍍
、
幅
19
・
２
㍍
。
球
速
や
投
球
数

な
ど
を
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ

か
、
動
画
や
「
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
イ
」
と

い
っ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
像
も
映
し

出
せ
ま
す
。

旧
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
、
同
球
場
が
完

成
し
た
平
成
12
年
か
ら
使
用
。
老
朽
化

に
加
え
、
修
理
時
の
交
換
部
品
の
入
手

も
困
難
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
昨
年

12
月
か
ら
７
カ
月
か
け
て
改
修
し
、
総

事
業
費
約
２
億
円
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。

市
民
プ
ー
ル
（
大
島
町
）
と
、
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ス
タ
ジ
ア
ム
（
あ
や

べ
球
場
、
上
杉
町
）
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修
事
業
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
ま

し
た
。
安
全
性
や
機
能
性
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

中筋小児童が初泳ぎ
　市民プールを水泳の授
業に利用している中筋小
の５、６年生が６月11日、
初泳ぎを楽しみました。
児童らは、水をかけ合っ
たり潜ったりして、新し
くなったプールで歓声を
上げていました。

スピードガン体験で球速競う
　６月29日、スコアボード
の完成を祝い、竣工式を開催
しました。記念イベントとし
て実施したスピードガン体験
会＝写真＝では、市内の少年
野球や社会人野球チームの選
手が球速を競い合い、新たな
節目を盛り上げました。

大
幅
改
修
で
魅
力
ア
ッ
プ
！

市民プールあやべ・日東精工スタジアム（あやべ球場）

水が流れる小さな滑り台。安全に楽し
く遊べます
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市
内
で
約
80
人
が
利
用

市
で
は
現
在
、
約
80
人
が
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
を
背

景
に
、
利
用
者
は
今
後
も
増
加
す
る
見

込
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
市
と
社
会

福
祉
協
議
会
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
成
年
後

見
制
度
を
必
要
と
す
る
人
へ
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ン
タ
ー

設
置
に
よ
り
、
連
携
を
さ
ら
に
充
実
。

今
後
は
、
司
法
関
係
者
や
金
融
・
医
療

機
関
な
ど
と
も
連
携
を
深
め
、
住
み
慣

れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

財
産
管
理
や
契
約
を
支
援

成
年
後
見
人
等
（
成
年
後
見
人
、
保

佐
人
、
補
助
人
）
は
、
本
人
の
思
い
を

尊
重
し
な
が
ら
意
思
決
定
を
支
援
し
、

金
銭
や
不
動
産
な
ど
の
「
財
産
管
理
」

と
、
施
設
入
所
の
契
約
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
と
い
っ
た

「
身
上
保
護
」
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
を

こ
う
け
ん
・
あ
や
べ
で
は
、
制
度
の

利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
困
り
ご
と
や
不
安
が

あ
る
人
は
、
地
域
包
括
支
援
課
☎（
42
）

４
２
６
２
ま
た
は
同
協
議
会
☎（
43
）

２
８
８
１
へ
。

成年後見支援センターを開設
安心して暮らし続けるために―

　成年後見は、認知症や障害などで判断能力が低下しても、安心して本人らしい生活が続けら
れるよう、権利を守り、保護・支援するための制度です。市は６月、市役所地域包括支援課と
川糸町の福祉ホール内（運営：市社会福祉協議会）に成年後見支援センター「こうけん・あや
べ」（愛称）を開設。相談窓口を明確化し、利便性の向上を図ります。

センターの役割

専門職が連携して対応

市社会福祉協議会
荒川美佳さん 上田智康さん

　これまでから、月１回の成年後見相談
を開催するなど、独自の支援を行ってき
ました。現在は、法人として５人の成年
後見業務も行っています。
　今回のセンター設置で相談窓口が分か
りやすくなっただけでなく、困りごとの
ある人の相談に対して専門職が連携して
対応できる体制になったと感じていま
す。判断能力が低下しても自分らしく生
活を続けられるように、まずは成年後見
制度を知っていただくことが大事です。
ぜひ気軽にご相談ください。

①制度の
　周知・啓発

③申立者へのアドバイス ④後見人（親族など）
　の支援

本人にふさわしい成年後見制
度の利用に向けたアドバイス
をします。

成年後見人などからの相談対
応や関係機関との連携により、
後見人の活動を支援します。

本人、家族、関係機関などか
らの制度に関する相談に乗り
ます。

制度についての情報発信、研
修会の開催などを行います。

イ ンタビュー

①制度の
　周知・

②相談支援
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三
重
県
鳥
羽
市
、
兵
庫
県
三
田
市
と

綾
部
市
、
そ
の
共
通
点
は…

？

答
え
は
〝
九
鬼
つ
な
が
り
〞。
と
い
う

こ
と
で
両
市
の
市
長
と
先
月
、
こ
の
縁

を
何
ら
か
の
形
に
し
よ
う
と
話
し
合
っ

た
。
本
市
は
足
利
尊
氏
生
誕
の
地
、
ま

た
合
気
道
発
祥
の
ゆ
か
り
で
国
内
の
複

数
の
市
町
と
連
携
し
て
い
る
が
、
新
た

な
縁
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
し

て
い
る
。

九
鬼
氏
は
も
と
も
と
鳥
羽
を
本
拠
に

し
て
戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
水
軍
の

将
。
嘉
隆
は
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
に

仕
え
、
瀬
戸
内
海
を
征
す
る
村
上
水
軍

と
幾
度
も
戦
い
を
交
え
、
天
下
統
一
の

一
翼
を
担
っ
た
。
そ
の
後
、
秀
吉
の
命

で
朝
鮮
に
出
兵
し
、
天
下
分
け
目
の

関
ヶ
原
合
戦
で
は
親
子
が
東
西
に
分
か

れ
、
徳
川
家
康
に
つ
い
た
子
の
守
隆
が

家
督
を
継
ぐ
。
し
か
し
な
が
ら
守
隆
の

三
男
と
五
男
が
家
督
を
争
い
、
時
の
将

173

軍
家
光
の
裁
定
に
よ
り
鳥
羽
か
ら
綾
部

（
三
男
隆
季
）
と
三
田
（
五
男
久
隆
）

に
藩
替
え
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
一
六
三

三
年
。
こ
れ
は
九
鬼
水
軍
を
脅
威
に
感

じ
た
幕
府
の
恣
意
的
な
裁
定
と
も
言
わ

れ
る
が
、
海
の
な
い
丹
波
綾
部
（
２
万

石
）
と
摂
津
三
田
（
３
万
石
）
に
移
封

さ
れ
た
２
人
の
思
い
は
如
何
様
で
あ
っ

た
か…

。
ち
な
み
に
綾
部
踊
り
は
九
鬼

の
殿
様
に
米
俵
を
運
ぶ
際
の
仕
草
を
、

ま
た
綾
部
太
鼓
は
水
軍
の
指
揮
を
執
る

陣
太
鼓
を
源
と
す
る
。

思
い
の
ま
ま
の
閃
き
な
が
ら
、
九
鬼

家
か
ら
み
た
戦
国
時
代
の
名
立
た
る
武

将
や
戦
を
大
河
ド
ラ
マ
に
仕
立
て
る
の

も
妙
案
か
と…

。
本
市
が
関
係
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
と
い
え
ば
過
去
に
尊

氏
を
モ
デ
ル
に
し
た
『
太
平
記
』（
平

成
３
年
）
と
明
智
光
秀
を
主
人
公
に
し

た
『
麒
麟
が
来
る
』（
令
和
２
年
）
が

あ
る
が
、
グ
ン
ゼ
創
業
者
・
波
多
野
鶴

吉
と
妻
は
な
を
モ
デ
ル
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ
誘
致
と
セ
ッ
ト
に
し
て
要
望
す

れ
ば
実
現
へ
途
を
拓
く
か
も
し
れ
な

い
。九
鬼
家
の
末
裔
家
隆
さ
ん
は
現
在
、

熊
野
本
宮
大
社
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

の
宮
司
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。
先
般
、

こ
の
縁
組
み
の
件
を
お
伝
え
し
た
と
こ

ろ
大
層
喜
ば
れ
、
調
印
の
場
に
は
是
非

と
も
立
ち
会
い
た
い
と
の
言
葉
も
い
た

だ
き
、
意
を
強
く
し
た
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

不
思
議
な
縁

よ
し
た
か

も
り
た
か

し  

い

た
か
す
え

ひ
さ
た
か

ひ
ら
め

い
く
さ

い
え
た
か

ひ
ら

き
り
ん

い
か
よ
う

み
ち

ぜ

ひ

投
票
管
理
者
・
立
会
人
を
募
集

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
７
月
か
ら
、
期
日
前
投
票
所
の
投
票

管
理
者
・
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
公
平
・
公
正
な
選
挙

を
行
う
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
に
配
置

　
今
回
の
募
集
は
、
人
口
減
や
高
齢
化

に
対
応
し
、
幅
広
い
世
代
に
選
挙
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的

に
実
施
。
応
募
の
あ
っ
た
人
を
名
簿
に

登
録
し
、
選
挙
ご
と
に
投
票
管
理
者
等

に
選
任
し
ま
す
。
対
象
の
期
日
前
投
票

所
は
、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八

津
合
町
）
と
物
部
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー

（
物
部
町
）
の
２
カ
所
。
令
和
７
年
７

月
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
、
導
入
す

る
予
定
で
す
。

対
象
／
綾
部
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

※

投
票
管
理
者
は
さ
ら
に
、
①
25
歳
以

上
②
投
票
管
理
者
か
立
会
人
の
経
験
が

あ
る―

の
両
方
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、同
事
務
局
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｉ
Ｄ
４
６
０
６
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の

申
し
込
み
も
可
能
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
名
簿
へ
の
登
録
は
、
本
人
が
辞
退
し

な
い
限
り
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
選
任
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
事
務

局
☎（
42
）４
２
２
９
へ
。

申し込み
フォームは
こちら

投票管理者／投票所で、投票に
関する手続き全般の最終的な決
定権を持つ人。管理者向けの説
明会への参加のほか、投票所や
投票箱の開閉、投票録の作成な
どを行います。

投票立会人／投票管理者のもと
で投票事務の全般に立ち会う
人。

集集集集票票票票票票挙挙挙挙挙挙録録録録録録録以以以以以以ががががががりりりりりりり記記記記記記記スス
、、、ししししししムムムムムムししししししののののののドドドドドドしししししし募募募募募募募ここここここ務務務務務務務

7

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

開いた右手を頬から顎へ動かしながら

握り下ろす

今
月
の
手
話趣

味

つながろう

手話
であやべっ子

もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は物部小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

野菜の甘みとうま味がたっぷり「野菜たっぷりごまみそ汁」

しその香りが食欲そそ
る

「鶏肉とポテトのしそ
から揚げ」

6月19日(水)
　６月は食育月間、毎月19日は食育の日です。減塩を
テーマにした、しそから揚げは、下味を付けずに揚げて、
しそふりかけを絡めました。みそ汁は、だしのうま味と
具だくさんにすることで、塩分控えめでもおいしく食べ
られる工夫をしています。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

刑
を
終
え
出
所
し
た
人
の
人
権

社
会
復
帰
を
阻
む
差
別
や
偏
見

近
年
の
犯
罪
検
挙
者
数
の
う
ち
、
再

犯
者
が
占
め
る
割
合
は
４
割
を
超
え
て

い
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
を
繰
り
返
す

〝
再
犯
〞
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
が
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
犯
を
防
ぐ
に
は
、
刑
を
終
え
出
所

し
た
人
の
円
滑
な
社
会
復
帰
が
重
要
で

す
。し
か
し
、本
人
に
更
生
意
欲
が
あ
っ

て
も
、
自
身
や
家
族
へ
の
根
強
い
偏
見

や
差
別
で
、
住
宅
の
確
保
や
就
業
と

い
っ
た
基
本
的
な
生
活
基
盤
が
築
け
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
〝
生
き
づ
ら
さ
〞
を
背
景
に
、
再

び
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を

排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
見
守
り
支
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
へ

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
化
月
間
で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
全
国
的

な
取
り
組
み
で
、
今
年
で
74
回
目
を
迎

え
ま
す
。
本
市
で
も
、
保
護
司
や
更
生

保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
協
働
し
て
、

広
報
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

立
ち
直
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　犯罪や非行をした人
の更生を支え、再犯を
防ぐ取り組みを行って
いるボランティア。市
内では20人が活動し
ています。

保護司って？

啓発活動の一環として、市役所やJR
綾部駅前など市内各所にのぼり旗を
設置
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月の子育て行事

相談・教室など

育児相談

助産師相談

産後ママのリフレッシュケア

ぷくぷくひろば

行 事 名 対　象 日　時

生後４カ月～就学前の乳幼児とその保護者

妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族

おおむね生後１～６カ月までの乳児と産婦

妊婦、生後６カ月までの乳児と産婦、その家族

８月６日(火)午前

８月７、14、21、28日(水) 9:00～正午

８月23日(金)10:00～14:30 

８月25日(日) 9:30～正午
（前後する場合があります）

8 ★は要予約

子育てねっと

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195　F(45)8825

スライムを作ろう

８月お誕生会＆おたのしみ
未就学の子と保護者

８月19日(月)

８月26日(月)

★

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～正午

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022 F(45)8825

free day

みずあそびor自由あそび
未就学の子と保護者

８月６日(火)

8月20、27日(火)

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～正午

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

※場所は、産後ママのリフレッシュケアはあやべ温泉二王館（睦寄町）。その他は、保健福祉センター（青野町）

★

★

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377　F(45)8825

おやこde体操（リズム体操）

CoCoぷらす講座（トイ・Toy）

CoCoひろば（お昼寝アート）

２歳～２年生の子と保護者（15組）

小学生と保護者

未就学の子と保護者

８月３、17日(土)

８月７日(水)

８月30日(金)

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～11:00

10:30～11:30

※のびのびひろば（宮代児童センター）はお休みです。

9

あやちゃん健康だより

高校１年生相当の人と
「キャッチアップ接種」の対象者へ

子宮頸がん予防ワクチン
けい

＜問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

　＜問い合わせ＞
　こども支援課 ☎(42)0020
　　　　　　　　F(42)5488

【詳しくはこちら】 【予診票の発行はこちらから】

食中毒にご注意ください！
　食中毒は、細菌が増えやすい春から秋にかけて多く発生します。高温多湿となるこの時期
は、特に食品衛生に注意を払い、食中毒の予防に努めましょう。

診 療 日  ８月15日(木)

診療医院  しまむら歯科医院
住　　所  桜が丘一丁目15－４

電　　話  ☎(40)1718

診療時間は
午前９時～午後３時 です

・手洗いはこまめに、石けんでよく洗う
・調理器具は洗浄･消毒し常に清潔に

・肉や魚などの生鮮食品は常温で放置せ
ず、すぐに冷蔵庫・冷凍庫へ保存する

・加熱調理するときは中心まで十分に火
を通す

・ワクチンは合計２～３回の接種が必要で、完了までに約６
カ月かかります。

・まだ接種を受けていない人は、９月までに第１回目を受け
てください。

・令和７年４月１日以降の接種は自己負担（最大10万円）と
なります。

食中毒予防の三原則

つけない

やっつける

増やさない

から】

お盆の
休日歯科診療当番

弁当を持って出掛けたり、
外出時にテイクアウト商品
を購入したりする場合も注
意が必要です。食べるまで
に時間が空くときは、保冷
材や保冷バッグの活用をお
勧めします。食中毒予防の
ポイントを守って、楽しい
夏を過ごしましょう！



や
バ
ス
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
／
９
月
１
日（
日
）〜
30
日

（
月
）。
価
格
／
通
常
３
０
０
０
円

の
と
こ
ろ
半
額
の
１
５
０
０
円

（
複
数
月
購
入
す
る
場
合
は
１
カ

月
分
の
み
）。
購
入
場
所
／
市
役

所
市
民
協
働
課
、
あ
や
べ
観
光
案

内
所
（
駅
前
通
り
）、
上
林
い
き

い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）。

そ
の
他
／
初
め
て
購
入
す
る
人

は
、年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の（
健

康
保
険
証
等
）
が
必
要
で
す
。

問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

狩
猟
免
許
等
取
得
補
助

市
は
、
新
規
に
狩
猟
免
許
を
取

得
し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
参
加
す

る
人
を
対
象
に
、
免
許
取
得
費
用

や
猟
銃
（
散
弾
銃
）
の
購
入
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
を
許
可
な
く
捕
獲
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
農
作
物
被
害
で
お
困
り
の

場
合
は
、
林
政
課
に
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

府
は
、
狩
猟
免
許
試
験
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
府
猟
友
会
が
講
習

害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受

給
し
て
い
る
▽
受
給
者
や
そ
の
配

偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
限

度
額
を
超
え
る
│
な
ど
の
場
合
を

除
く
。
支
給
額
／
特
別
障
害
者
手

当
＝
月
額
２
万
８
８
４
０
円
。
障

害
児
福
祉
手
当
＝
月
額
１
万
５
６

９
０
円
。
支
給
月
／
毎
年
２
、５
、

８
、
11
月
に
各
期
分
を
ま
と
め
て

支
給
。
そ
の
他
／
届
出
用
紙
を
送

り
ま
す
の
で
、
現
在
、
特
別
障
害

者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
現
況
届
を
８
月
９

日（
金
）〜
９
月
11
日（
水
）に
障
害

者
支
援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届
な

ど
を
出
さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

問
同
課

☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

あ
や
バ
ス
健
康
長
寿
定
期
65

半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
は
、
あ
や
バ
ス
健
康
長
寿
定

期
65
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。
今
後
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
考
え
て
い
る
人
も
、

お
得
な
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
あ

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

届
出
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
所
得
状
況
届
を
８

月
９
日（
金
）〜
９
月
11
日（
水
）に

市
子
育
て
支
援
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と
８
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

状
況
届
な
ど
を
出
さ
ず
に
２
年
経

過
す
る
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り

ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
２

F（
45
）８
８
２
５

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

市
は
、
重
度
の
障
害
に
よ
り
日

常
生
活
で
特
別
な
介
護
が
必
要
な

在
宅
障
害
者
（
児
）
を
支
援
す
る

た
め
、
20
歳
以
上
に
特
別
障
害
者

手
当
、
20
歳
未
満
に
障
害
児
福
祉

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２

級
程
度
の
障
害
や
療
育
手
帳
Ａ
１

判
定
の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
し

て
い
る
か
、そ
れ
と
同
等
の
障
害
・

精
神
障
害
が
あ
る
人
。
た
だ
し
▽

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

▽
20
歳
以
上
で
病
院
や
診
療
所
に

継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
▽
20
歳
未
満
で
当
該
障

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

児
童
扶
養
手
当
の
届
け
出
を

市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を

対
象
に
、
児
童
が
18
歳
に
な
る
年

度
末
（
中
程
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
20
歳
の
誕
生
月
）
ま
で

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
人
に
は
、
現
況
届
の
用

紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
８
月
１
日

（
木
）〜
30
日（
金
）に
子
育
て
支
援

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
と
、
11
月
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
現
況
届
な
ど
を
出

さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受
給
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
。

８
月
の
毎
週
木
曜
日
は
、
窓
口

を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
同
課

☎（
42
）４
２
５
２

F（
45
）８
８
２
５

特
別
児
童
扶
養
手
当

府
は
、
身
体
や
精
神
に
中
程
度

以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭

で
養
育
す
る
人
を
対
象
に
、
20
歳

の
誕
生
月
ま
で
特
別
児
童
扶
養
手
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Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

会
を
行
い
ま
す
。

試
験
＝
①
日
程
／
９
月
14
日（
土
）

９
時
30
分
〜
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン

タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）。
申
込
期

限
／
８
月
30
日（
金
）。②
日
程
／

９
月
29
日（
日
）９
時
30
分
〜
。
場

所
／
京
都
府
庁
３
号
館
（
京
都
市

上
京
区
）。
申
込
期
限
／
９
月
13

日（
金
）。
共
通
＝
受
付
／
府
綾
部

総
合
庁
舎
（
川
糸
町
）。
手
数
料

／
５
２
０
０
円
。

講
習
会
＝
日
程
／
９
月
４
日（
水
）

９
時
20
分
〜
。
場
所
／
ガ
レ
リ
ア

か
め
お
か
（
亀
岡
市
）。
申
込
期

限
／
８
月
23
日（
金
）。
受
付
／
府

猟
友
会
（
京
都
市
中
京
区
）。
受

講
料
／
１
万
３
千
円
。
定
員
／
１

０
０
人
。

問
府
中
丹
広
域
振
興
局

☎
０
７
７
３（
62
）２
５
９
３

府
猟
友
会

☎
０
７
５（
８
２
１
）５
２
２
５

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
、

心
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き

る
よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
家
族
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
同
じ
立
場
の
家
族
や
京
都
府

京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
28
日（
日
）、
８
月
３

日（
土
）、
25
日（
日
）14
時
〜
16
時

30
分
。
場
所
／
同
校
（
舞
鶴
市
）。

参
加
料
／
無
料
。

問
同
校
☎
０
７
７
３（
75
）７
６
０
９

海
上
保
安
官

海
上
保
安
庁
は
、
令
和
７
年
４

月
入
校
の
海
上
保
安
大
学
校
・
海

上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

海
上
保
安
学
校
＝
受
付
／
７
月
25

日（
木
）ま
で
。
１
次
試
験
／
９
月

22
日（
日
・
祝
）。
海
上
保
安
大
学

校
＝
受
付
／
８
月
22
日（
木
）〜
９

月
４
日（
水
）。
１
次
試
験
／
10
月

26
日（
土
）、
27
日（
日
）。

問
舞
鶴
海
上
保
安
部

☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

福
祉
即
戦
力
人
材
養
成
科

福
祉
施
設
の
職
員
を
目
指
す
た

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
が
、
精
神

障
害
者
の
い
る
家
族
が
持
つ
日
ご

ろ
の
悩
み
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま

す
。

日
時
／
８
月
20
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長

永
井
智
子

☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

出
張
が
ん
個
別
相
談

府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
が
ん
に
関
わ
る
出
張
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
８
月
15
日（
木
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
府
中
丹
東

保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／

保
健
師
か
看
護
師
。
相
談
料
／
無

料
。
申
し
込
み
／
前
日
の
16
時
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
正
午
と
13

時
〜
16
時
、
電
話
か
対
面
で
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス
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め
の
資
格
取
得
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

講
座
期
間
／
９
月
３
日（
火
）〜
令

和
７
年
１
月
31
日（
金
）。
場
所
／

中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
（
福
知
山

市
）。
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
等
別
途
必
要
）。
対
象
／
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職
申
込
者
。

申
し
込
み
／
８
月
13
日（
火
）ま
で

に
居
住
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。

定
員
／
25
人
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）２
８
１
５

７
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
１
４
８
人
（
男
１

４
４
７
４
、
女
１
５
６
７
４
）。
世

帯
数
は
１
３
７
６
２
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

４
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

６
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
３
４
８
㌧
（
前
年
同
月
比

15
・
３
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で

処
理
す
る
ご
み
は
78
㌧
（
同
１
・

５
㌫
減
）
で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量



糖
尿
病
教
室

■日
８
月
21
日（
水
）■時
14
時
〜
15
時

■場
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

定
員
50
人

■問
市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

F（
42
）７
８
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日
８
月
22
日（
木
）■時
９
時
30
分
〜
正
午

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人
。
持

ち
物
は
お
茶
。参
加
費
５
０
０
円
。

テ
ー
マ
は
「
美
味
し
い
食
事
で
歯

と
骨
を
丈
夫
に
」

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
８
月
27
日（
火
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

子
ど
も
夏
祭
り
と
盆
踊
り
大
会

■日
８
月
10
日（
土
）

■時
子
ど
も
夏
祭
り
＝
10
時
〜
15
時
、

盆
踊
り
大
会
＝
17
時
〜
20
時

■場
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

治
屋
町
）

■問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

☎（
47
）０
０
４
０
F（
47
）０
０
８
４

ド
ン
ド
コ
夏
ま
つ
り

■日
８
月
10
日（
土
）■時
15
時
〜

■場
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団

☎（
42
）７
７
０
５

F（
42
）７
７
８
３

上
林
川
ア
ユ
網
漁
解
禁

■日
８
月
11
日（
日・祝
）■時
11
時
30
分
〜

■場
上
林
川

■問
上
林
漁
業
協
同
組
合
今
井
組
合
長

☎
０
９
０（
８
８
２
２
）７
８
９
２

あ
や
べ
夏
あ
か
り

■日
８
月
11
日（
日
・
祝
）〜
15
日（
木
）

■時
19
時
〜
21
時

■場
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

志
賀
郷
納
涼
花
火
大
会

■日
８
月
14
日（
水
）■時
20
時
〜

■場
志
賀
郷
公
民
館
付
近（
志
賀
郷
町
）

■問
志
賀
郷
地
域
振
興
協
議
会
前
田
さ
ん

☎
０
９
０（
６
２
０
９
）６
２
７
９

綾
部
市
民
平
和
祈
願
の
集
い

■日
８
月
15
日（
木
）■時
７
時
〜

■場
寺
山
（
藤
山
）
山
頂
（
上
野
町
）

■問
企
画
政
策
課
☎（
42
）４
２
１
７

向
田
観
音
祭
り

■日
８
月
17
日（
土
）■時
19
時
〜

■場
長
福
寺
周
辺
（
向
田
町
）

■問
真
福
寺
☎（
49
）０
２
１
４

ま
る
っ
と
塩
見
直
紀
！

講
演
・
対
談
・
た
き
火
会

■日
８
月
18
日（
日
）

■時
講
演
＝
10
時
〜
正
午
、対
談
＝
14
時

〜
16
時
、た
き
火
会
＝
19
時
〜
21
時

■場
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

治
屋
町
）

※

参
加
費
各
１
５
０
０
円
（
た
き

火
会
は
２
０
０
０
円
）

■申
■問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

☎（
47
）０
０
４
０

F（
47
）０
０
８
４

北
部
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談

■日
８
月
２
日（
金
）

■時
10
時
〜
16
時

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
23
）２
７
７
１

耳
の
こ
と
相
談

■日
８
月
５
日（
月
）■時
13
時
〜
16
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
８
月
７
、
21
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
、
１
人
50
分

■申
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
８
月
７
、
21
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

空
き
家
相
談
会

■日
８
月
８
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
８
月
１
日（
木
）ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488
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講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
8
〜
9
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

人
権
相
談

■日
８
月
９
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
８
月
13
、
27
日（
火
）

■時
９
時
〜
17
時

■場
13
日
＝
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議

室
、
27
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
７
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５

F（
22
）３
８
１
６

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日
８
月
14
日（
水
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
７
８

F（
22
）３
８
１
６

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
８
月
15
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日
８
月
15
日（
木
）

■時
13
時
〜
17
時

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
８
月
８
日（
木
）８
時

30
分
〜
。
先
着
10
人
。１
人
20
分

■申
■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日
８
月
16
日（
金
）

■時
13
時
〜
16
時
30
分

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日
８
月
19
日（
月
）

■時
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

各
時
間
定
員
２
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

行
政
相
談

■日
８
月
20
日（
火
）

■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

調
停
相
談

■日
８
月
21
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
８
月
21
日（
水
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

交
通
事
故
相
談

■日
８
月
22
日（
木
）

■時
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場
福
知
山
総
合
庁
舎
（
福
知
山
市
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日
８
月
28
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日
９
月
３
日（
火
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所

※

申
し
込
み
は
８
月
27
日（
火
）〜

30
日（
金
）

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
８
月
４
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
８
月
４
日（
日
）■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎
・
西
庁
舎

■日
８
月
１
、８
、15
、22
、29
日（
木
）

■時
19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

※

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
届
出

■問
子
育
て
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
２

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

６
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
整
備
事
業
に
》

山
下
ア
サ
ノ
（
神
宮
寺
町
）

１
０
０
万
円

《
地
域
振
興
基
金
に
》

一
市
民

10
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

故
安
部
田
緑
様
ご
親
族

50
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

２
０
０
件

８
８
８
万
１
千
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

13

無
料
開
放

窓
口
延
長
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　市はこのほど、業務などで使用する電気自動車（ＥＶ）
１台を新たに導入しました。本年３月に策定した市エネ
ルギー環境基本計画に基づくもので、市公用車へのＥＶ
導入は初めてです。
　ＥＶは、動力に電気を活用することから、走行時の温
室効果ガス排出を抑制することが可能。市は、2050年ま
でに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボン
シティ」の実現に向け取り組んでおり、本年度はさらに、
プラグインハイブリッド車１台を導入する予定です。

市公用車にEVを初導入

　市は６月21日、郷土愛を育むことを目的に「中学
生 “みらい”会議」を開催しました。当日は、市内
の中学２年生262人がオンラインで参加。日東精工
の白波瀬智久さんと古民家レンタルスペース
HIKARI副代表の古割大地さんが、それぞれの経験
を交えながら、U Iターンのきっかけなどを話しま
した。Uターンをした白波瀬さん＝写真上右＝は「綾
部は人が優しく、豊かな自然に恵まれた魅力的な場
所。一度綾部を離れても、また戻ってきてほしい」
と呼び掛け、古割さん＝写真上中央＝は「旅に出る
ことで視野が広がり、綾部の魅力に気付くきっかけ
にもなる」とアドバイスしました。

　第２回は２月
に開催予定。生
徒たちは、今回
の講演内容を参
考にして、ふる
さと綾部につい
て学習し、その
内容を発表しま
す。

UⅠターン者が綾部の魅力語る

　市は、中国・常熟市との友好都市締結
35周年を記念し、７月３～６日に公式訪
中団（団長、岩本正信副市長）を派遣し
ました。公式訪中団の派遣は、令和元年
以来５年ぶりです。また、市日本中国友
好協会の松本哲郎会長をはじめとする８
人の市民団も同行しました。
　一行は、３日に同市を表敬訪問。さら
なる交流の促進をうたう友好宣言書を取
り交わしたほか、記念行事に出席し交流
を深めました。４～５日には、常熟市第
二人民病院や展示館などを訪れ、関係者
らと今後の交流促進を確認し合いました。

訪中で友好を再確認

こ わり
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　市消防本部は６月19日、味方町の消防署で救命協力
者に感謝状を贈呈しました。感謝状を受けたのは▽高
橋佑輔さん（並松町）▽白須縁さん（福知山市）▽山本
由貴さん（舞鶴市）▽大嶋一夫さん（青野町）▽間島清
史さん（天神町）▽平田千尋さん（月見町）＝写真後列
左２人目から時計回り―の６人。４月19日にＪＲ綾部
駅北側ロータリーで男性が倒れていたため、119番通
報や心臓マッサージ、AEDの使用などを連携して行い
傷病者の救命に貢献しました。贈呈式では、塩見消防
長が一人ひとりに感謝状を手渡し「勇気を持って行動
してくれたことに感謝する」と謝辞を述べました。

救命リレーの６人に感謝状

ゆかり

　西八田小学校の全校児童85人が６月12日、校区内にある
日本語学校の学生20人と交流しました。児童はグループに
分かれ、身振り手振りを交えながら、英語を使って学生の
好きな食べ物や色などを質問し、学生を紹介するためのカー
ドを作成。その内容を他のグループに発表しました。
　児童は「習った英語を使って会話できた」「知らなかった
英語を学べてよかった」と話し、外国人との交流を楽しみ
ました。

英語伝わったかな？

　グンゼ創業者の波多野鶴吉・はな夫妻の物語
のドラマ化を目指す「ＮＨＫ朝の連続テレビ小
説誘致推進協議会」が、青野町の市図書館で朗
読ワークショップをスタートしました。夫妻の
足跡を朗読劇にし、理解を深めることで、ドラ
マ化への機運を高めることが目的です。
　第１回の６月30日は、市民など22人が参加。
劇作家の小栗一紅さんの指導を受けながら、鶴
吉が貧困にあえぐ養蚕農家の現状を知り、心を
痛めるエピソードを描いた場面を朗読しました。
ワークショップは、来年11月の上演に向けて、
３月まで月１回開催します。

朗読を通じ波多野夫妻をたどるワークショップ開催
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体力の有無にかかわらず山道や長距離も快適に走ることがで
きる「e-Bike（イーバイク）」。車ではたどれないルートや移動
中の景色、心地良い風を楽しめます。この夏はe-Bikeに乗って、
上林の大自然を五感で感じてみませんか。

前日までに、電話かメールで
二王の栖へ

eマウンテンバイク

＜問い合わせ＞
　二王の栖 ☎(55)0720
　メール nioh.sumika@gmail.com

利用料金

オプションでガイド付きツアーあり（追加料金発生）

子ども用マウンテンバイク（非電動）

e-Bikeで大自然を満喫しよう
夏だ！

　マウンテンタイプ型のe-bikeで、林道などの
オフロードでもパワフルに走れます。親子ペア
なら、草壁や鳥垣の田園風景を見ながらのサイ
クリングがおススメです。また、
川遊び体験ができるスポットも
あります。ガイドが同行するの
で、安心して楽しめますよ！

大岩の滝
60mほど上部から清流が
流れ落ちます

のどかな田園風景が広がります

国宝光明寺二王門

「二王の栖」（睦寄町）のスタッフ
安平章吾さん

すみか

本格的なオフロード走行を体験
できます

鳥垣渓谷やシデ山に関する資料など
が設置されています

あやべ温泉
「二王の湯」

e-Bikeのレンタル場所

サイクリン
グマップ

利用方法

１時間 １日

1,500円

1,500円

500円

6,000円




